ダイ29カイ　トクベツ　ケンキュウ　ケンキュウカイ　ICT　ヲ　イカシタ　スポーツ　ジョウホウ　センリャク by 渡辺 啓太 & Watanabe Keita
学習院大学計算機センター 第 29回特別研究 研究会 
日時 平成 30年 2月 20日（火） 
場所 学習院大学 西 2号館 3階 302教室 
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リンピックを日本選手団役員として支援。2010 年には世界で初めて iPad を用いた情報分
析システムを考案・導入し、 32 年ぶりとなる世界選手権でのメダル獲得、2012 年のロン
ドンオリンピックでは 28年ぶりとなる銅メダル獲得に貢献した。全日本チームの支援を続
ける傍ら、アナリスト育成セミナー等を開催して後進育成にも注力。2014年からは競技の
枠組みを超えたスポーツアナリストの連携強化及び価値向上を目指して日本スポーツアナ
リスト協会を創設し、代表理事として活動している。主な著作は『なぜ全日本女子バレーは
世界と互角に戦えるのか』（東邦出版 2012）、『人はデータでは動かない－心を動かすプレゼ
ン力－』（新潮社 2014）など。 
一般社団法人日本スポーツアナリスト協会代表理事／公益財団法人日本バレーボール協会
ハイパフォーマンス戦略担当、男子強化委員会主事、アスリート委員会主事／公益財団日本
オリンピック委員会 JOC選手強化本部情報・医・科学専門部会 情報・科学サポート部門
メンバー／総務省スポーツ×ICT ワーキンググループメンバー／桐蔭横浜大学健康政策学
部スポーツテクノロジー学科 講師 
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